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文　献

主なテフラ層

シロウリガイ類
コロニーの化石群

現地性

異地性

葉山層群中の本州からの供給源が推定される礫 (55)四角の囲みは推定される
各地層の推定堆積年代

（破線は上限，下限が不明
なもの）

主な不整合

珪藻化石化石

浮遊性有孔虫化石

放散虫化石
放射年代（誤差を含む）

FT ： フィッション・トラック年代
K-Ar ： カリウム・アルゴン年代
U-Pb : ウランー鉛年代

石灰質ナノ化石

微化石帯堆積盆及びテクトニックセッティング

★3　アルカリ玄武岩（枕状溶岩）  　50～40 Ma（横須賀市平作）（54）
★4　ドレライト  　 K-Ar 37.4±0.6 Ma（葉山町上山口 水源地橋）（55）
★5　アルカリ玄武岩  　Ar-Ar 36Ma （横須賀市長坂堀越池）（55）

★1　石灰岩　　N8-N9（横須賀市久村）（52）

　　　超塩基性岩（蛇紋岩，角閃石岩）の主な大規模ブロック

★2　 安山岩　　　K-Ar 23.4±0.8 Ma（葉山町上山口（旧字新沢）（53）
　　  　　　　　　K-Ar 19.5±0.7 Ma，19.8±0.6 Ma（同上）（8）

異質岩体

（年代値は古いが
  岩脈の可能性もあり）

★6

TG1
FJ6

YDP-2
YDP-1 ボーリングコアの略称

　小沢・江藤（2005），近藤ほか(2014)佐藤ほか（2020）に基づく．

第3図　相模湾沿岸域の地層・岩体の分布と層序
Fig. 3 Summary of the stratigraphy in the coastal zone of Sagami Bay．
地質年代区分はGradstein et al.(2012)に，海洋酸素同位体ステージはLisiecki and Raymo (2005)に基づく．
The geological time and marine oxygen isotope stage are taken from Gradstein et al. (2012), and Lisiecki and Raymo (2005), respectively.


